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１．はじめに

施工箇所は、中沼沢川の保護及び復旧を行う現場であり、復旧の為に製作した異形ブロック(３ｔ)

を河川に設置し、環境保全を目的とした床固工を構築する工事であります。今回は無人化施工におけ

る条件下で、安全な施工環境の確保又ブロック製作時の安全対策を紹介したいと思います。

２．ブロック据付け対策

ａ．据付対策の工夫

工 夫 理 由

設計条件の直接目視による無人化施工（リモコン操作）の中身は簡単に言えば、据付機械に

直接人が乗り込まず、オペレーターが離れた場所からリモコン操作でブロック(3t)を据付け、

床固を構築する工事である。計画段階で、直接目視による据付で、床固を層積で施工した事例

が全国でも例が無く、今回の直接目視による施工は、一般的には簡易な掘削等精度を要求しな

い施工に当てはまる工法である。しかし当現場で行う施工は、離れた場所からリモコン操作で

据付を行う作業であり又、据付個所への作業員進入禁止、据付補助なしでの施工が決められて

いた為、安全に尚かつ効率よく床固を構築できる工夫を考えてみた。

実 施 項 目

施工現場は、床固工の掘削並びにブロック据付けすべて無人化施工(図－１)による施工の為、

実際にブロック据付けが可能な方法を検証しながら実施してみた。直接目視での据付は、今回

のように何層にもわたって積み上がっていく構造物では死角が多く、正確な位置だけでなく、

ブロックそのものが据付困難になることを考慮し、一つに直接オペレーターが真上から直視で

きる工夫として、市販のドアホンを利用したモニター(写真－１)の設置、二つ目にはブロック

間の設計寸法を確保するための緩衝材(写真－２)設置、三つ目にはプリズームシール(写真－３)

貼付けによる電子野帳利用での位置確認の実施、四つ目には双方無線機(写真－４)を利用し合

図者と意思疎通が出来る対策をとることで、据付作業が行える工夫を実施し作業を行った。

無人化施工による施工イメージ（図-1）



無人化施工によるブロック据付け詳細図

無人据付状況 リモコンに装着 (写真－１) 据付装置に装着したカメラ

市販のドアホン

モニター画像

(写真－２) 緩衝材 (写真－４)

(写真－３) プリズムシール 双方向無線機使用及び合図状況

効 果

効果としては四項目を実施したが、遠隔操作を行う上で一番大切なことは、情報の伝達がオ

ペレーターにどのように伝わるかであり、一つ目に実施したモニターは、直接操作する人の目

による確認が行え有効的であったが簡易的なものであり、全体のブロック据付けを確認できる

ことはできなかったが有効的であった。二つ目の緩衝材の設置は非常に実用的であった。物理

的にブロックが緩衝材によりストップすることで間隔（9 ㎝)が確保でき、イメージどうりの作

業が行えたと思う。３つ目のプリズムシールは、電子野帳と併用することで、目印がない箇所

での据付確定に非常に効果があった。４つ目の双方無線機の利用であるが、一つ目の映像、二

つ目の物理的要素、三つ目の測量方法の工夫をカバーする上で、音声の伝達によりリモコンを

操作するオペレーターに情報伝達が行え、ブロック据付けが行えた。最初のコンセプトである、

据付箇所での作業員進入禁止によるブロック据付けが、工夫した項目により、事故の発生要因

である地すべり災害への対応、挟まれ・落下・転倒といった項目を、クリアーすることが可能

になったのではないかと思います。しかし本来であれば、映像設備(車載・移動・固定・高所・

標準)カメラ等の設置による作業が望まれるが、金額が高額であり課題の一つである。
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３．ブロック製作対策

ｂ．ブロック移動時の工夫

工 夫 理 由

製作するブロックは、無人化施工に対応できる平型の３ｔブロックの製作を行いました。

ブロック生コン打設は、ブロックに対して縦打設（図－１）での打込みで行った。構造上脱型

時点でブロックを横転してからの仮置きが必要なことから、移動前に横転作業が必要であり、

２次運搬作業・仮置き作業を行うため、効率的に尚かつ安全に作業が行えることが出来ないか、

工夫を行ってみた。

実 施 項 目

実施した項目は、ブロック脱型からの横転作業の工夫と、２次運搬作業・仮置作業時の工夫

の実施である。ブロック横転の工夫としては、玉掛け作業の簡略化が出来る方法として、横転

を可能にする架台（図－２）の製作を行った。架台の製作により、すべての玉掛け作業が２回

の作業で終了することが可能になった。連続的に移動仮置き作業が行えるように、２次運搬の

工夫として使用したのが、フォークリフト（７ t）（図－３）である。フォークリフトを使用

することで、積み込み時の荷掛け作業、運搬車両の削減、荷下ろし時の荷外し作業、積卸し時

の玉がけ作業全般、荷下ろし機械そのものが不要になった。

架台設置 （図－２） ブロック横取り横転作業

（図－１）生コン打設 （図－３）ブロック運搬

ブロック横取り作業 ブロック積込み作業 ブロック仮置作業

フォークリフト移動

異形ブロック
３t



効 果

ブロック製作から仮置き・２次運搬・現場への運搬作業など、すべての作業に玉掛作業が関

係することから、いかに玉掛作業の回数を減らし、人身災害が起こるリスクを減少させるかが

課題であったが、標準的な作業を行った場合、横取り、荷下ろし、積込み作業などの作業に、

最低６回程度の玉掛作業が必要になるが、フォークリフトの場合であれば、横取り作業時に（ク

レーン＋荷掛作業＋荷外し作業）の工程だけで済む。荷下ろし、積込み作業ではフォークリフ

トですべての工程が可能で、フォークリフト使用のみで作業が完了することになる為、玉がけ

に要する作業が、最小限に減らすことが可能になる。標準的な作業を行う場合と比べると、人

身災害のリスクが６回から２回の作業で終了することになり、1/3 の作業で済む、リスクも 1/3

に減少するという結果になるので、安全に作業を行うことが可能になった。ブロック製作にお

いても、効率よく製作・運搬・仮置き・積込み作業ができ、ベストな機種の選択だったと思う。

４．おわりに

今回の施工は無人化施工という、今まで経験の無い施工方法の為、試行錯誤の状況で行って

まいりました。例年とは違い、11 月中旬には根雪となってしまったことから、現場での施工

環境が非常に悪化し、施工困難な状況になってしまいました。しかし今回発表させていただい

た項目を実行することにより、何とか安全に又効率よく施工することが出来、工事を完成する

ことが出来ました。施工上の問題等、発注者との適切な対策を協議することで、現場を中断す

ることなく施工出来たことは、大変良かったと思います。これからも現場に適応する創意工夫

を実施し、安全作業で施工を行いたいと思います。

【完 成 写 真 】


